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とカナダ以外の米州の全三三カ国で構成）はいずれも、米国を意図的に排除して地域の自立性を高めることに明確な狙 があり 統合プロセスが進展するにつれて 国
の影響力が強い「米州機構」 （一九四八年設立）の重要性は明らかに弱まってきた。ただ他方で、ネオリベラリズムを修正する経済政策への傾きを強めてきた「メルコスル」 （南米南部共同市場、一九九一年設立）の加盟国（アルゼンチン、ブラジル、ウルグアイ、パラグアイ、ベネズエラ、ボ ビの六カ国。ただしボリビアの加盟承認は各国議会の批准待ち）と二〇一二年に「太平洋同盟」を立ち上げた自由貿易志向の強い国々（メキシコ、コロンビア、ペルー、チリの四カ国）と 間のスタンの違いも露わになってきており、統合に向けた各国の思いはけっして一枚岩ではない。ま 、二〇一五年七月に実現し 米 とキューバの国交正常化合意が地域の 際関係や統合プロセスに かなる影響を及ぼすかについても、現時点
でははっきりしない。　
こうした流動的でやや錯綜した











スにおいて、経済はあくまで全体の一部にすぎない。ラテンアメリカ諸国は政治、安全保障、社会、文化などの広範な分野で 政策上の連携や協力を統合の目標としているのであり、たとえば表１のとおり、ＵＮＡＳＵＲには一二もの分野の理事会が設置されている。そしてその実際 行動も表２のとおり、年を追うごとに拡大してきているのである。同様 傾向は３のと ＣＥＬＡＣにおいても認められ 。
　
ＵＮＡＳＵＲは発足直後より、
加盟国で発生した危機的事態のいくつかに迅速かつ効果的に対処してきた。自治政府樹立を目ざす反政府運動が武力行使に昂じ ボリビア・パンド県の事件（二〇〇八年） 、公務員改革に抗議する警察官によるコレア・エクアドル大統領軟禁事件（二〇一〇年） 際には、ＵＮＡＳＵＲは即座に臨時首脳会議を招集し、両国の大統領への強力な連帯を表明することで事態を鎮静化させた。チャベス大統領が死去した直後の大統領選の結果の認否 めぐってベネズエラ国内が紛糾したときにも（二〇一三年） 、同様に臨時首 を開き、与党候補の当選を承認する宣言発出することで問題を収束させた。　
経済に関しても、地域の分断を
回避しようとの機運 明らかに存在している。二〇一四年六月の第六回太平洋同盟首脳会議で採択された首脳宣言（ 「プンタミタ宣言」 ）には、太平洋同盟 メルコスルの連携を重視していくこ が盛り込まれ、これを受けて同年一一月に開催さ た太平洋同盟
=
メルコスルの閣僚・有識者セミナーでは、開催国チリのバチェレ大統領は、両機構が対立ブロックで























 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
保健 ○ ○ ○ ○ ○ ○
防衛 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エネルギー ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会的不平等 ○ ○ ○ ○ ○
インフラ ○ ○ ○ ○ ○
麻薬 ○ ○ ○ ○
経済 / 財政 ○ ○ ○
民主主義 / 選挙 ○ ○ ○ ○ ○
教育 ○ ○ ○ ○
文化 ○ ○ ○ ○
科学 / 技術 ○ ○ ○
移民 ○ ○ ○
警察 / 司法 ○ ○
飢餓 / 食糧安全保障 ○ ○



































アメリカ諸国はグローバル秩序の作用や大国からの干渉に対する国家としての抵抗力を連帯して高めようとしているのであって、統合の理念のなかに「超 家的」な機構を創設することは何ら想定されていない。欧州のような主権制限型の統合はむしろ、ラテンアメリカの国々には「主権へ 脅威」とすら映る である。　
対米関係をめぐる近年のいくつ
かのエピソードもこの文脈で解釈できよう。ラテンアメリカ諸国には、親米・反米を問わず、覇権一方的な行使を拒否すること自体に共通の利益がある 二〇一二年四月に開催された第六回 州首脳会議（コロンビア・カルタヘナ）では、もっとも親米的な外交姿勢をとるコロンビアのサントス大統領ですら、 「キューバ抜きのサミットは受け入れられない」として米国の姿勢 批判した。二〇一五年四月に開催された第七回米州首脳会議（パナマ市）では、ついカストロ・キューバ国家評議会議長とオバマ米大統領の歴史的な握手が実現したものの、その一方ベネズエラでの反政府派人物の逮捕・拘留を理由に米国が同 へ制裁を発動したこと（同 三 九




テンアメリカの統合プロセスは、それゆえの弱点や限界もある。ボリビアやエクアドルやベネズエラで発生した危機状況にＵＮＡＳＵＲが迅速かつ効果的に対処したことはす に述べ とおりであるが、これらの問題はいず も内政の危機であった。各国首脳は、選挙選ばれた正統な政府であるこ を根拠にあげ、ＵＮＡＳＵＲを通じて政権を相互に支え合うことには共通の利益が る。
表３　CELAC のアジェンダ
 2010年 2011年 2013年 2014年
エネルギー ○ ○
移民 ○ ○ ○
気候変動 ○ ○ ○













































































and the building of regional pub­
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